
   国立大 学法 人東 京外国 語大学 名誉 教授 称号授 与規程 に関 する 申合せ  

 

                        昭 和 31 年  4 月  1 日 

                        制       定 

 

            改 正  昭 和 4 4 年 1 0 月  1 日 昭 和 5 1 年 1 1 月 2 4 日 
               平 成  7 年  4 月  6 日 平 成 1 0 年  7 月 1 7 日 
               平 成 1 2 年  6 月 2 8 日 平成 16年 10月 1 日規則第 197号 
               平成 19 年 2 月 27 日規則第 9 号 平成 21 年 3 月 31 日規則第 49 号 
               平成 24 年 3 月 27 日規則第 50 号 平成 31 年 3 月 19 日規則第 34 号 
               令和 5 年 3 月 16 日規則第 42 号 
 

Ⅰ 規 程第２ 条第 ２項 の規定 につい ては 、次 の各号 のいず れか に該 当する 者に対 して 適用

 する ものと する 。  

 １ 本学の 学長 とし てその 任期を 満了 した 者  

 ２ 本学の 教授 とし て１０ 年以上 １５ 年（ 規程第 3 条に よる 通算 期間を 含む。 ）未 満勤

  務 した者 で、 次の 一に該 当する 者  

  (1)  理 事、副 学長 、大学 院 総合 国際 学研 究院長 、大学 院国 際日 本学研 究院長 、大 学院

   総合国 際学 研究 科長、 言語文 化学 部長 、国際 社会学 部長 、国 際日本 学部長 又は アジ

   ア・ア フリ カ言 語文化 研究所 長と して ２年以 上勤務 し、 その 任期を 満了し た者  

  (2)  日 本学士 院賞 、日本 芸術院 賞、 紫綬 褒章等 の受賞 者及 びそ れに準 ずる者 （外 国で

   の受賞 を含 む。 ）  

  (3)  そ の他前 各号 に準ず る者  

Ⅱ 規 程第３ 条第 ２号 には、 大学以 外の 教育 研究機 関の長 、教 授、 准教授 、助教 授及 び研

 究員 （教授 又は 准教 授に相 当する 者に 限る 。）を 含むも のと する 。  

Ⅲ 勤 務年数 の計 算は 、月計 算によ り行 い、 通算後 の月数 に端 数が 生じた 場合は 、こ れを

 １月 に切り 上げ るも のとし 、国立 大学 法人 東京外 国語大 学 職 員の 採用、 離職等 に関 する

 規定 （平 成 16 年 規 則第 56 号） （以下 こ のⅢに おいて 「採 用等 規定」 という 。） 第２ １

 条第 １項に よる 休職 期間（ 国家公 務員 であ った期 間にお ける 休職 期間は 、就業 規則 第 2

 1 条 第 1 項 の休 職期 間に含 める。 ）は 、除 算する 。  

   附 記  

 この 申合せ は、 平成 ７年４ 月６日 から 施行 する。  

   附 記  

 この 申合せ は、 平成 １０年 ７月１ ７日 から 施行す る。  

   附 記  

 この 申合せ は、 平成 １２年 ６月２ ８日 から 施行し 、平成 １２ 年３ 月３１ 日離職 した 者か

ら適用 する。  

   附 記  

 この 申合せ は、 平成 １６年 １０月 １日 から 施行す る。  

   附 記  

 この 申合せ は、 平成 １９年 ４月１ 日か ら施 行する 。  

   附 記  



 この 申合せ は、 平成 ２１年 ４月１ 日か ら施 行する 。  

   附 記  

１ こ の申合 せは 、平 成２４ 年４月 １日 から 施行す る。  

２ 改 正前の 外国 語学 部長の 職にあ った 者に ついて は、な お、 従前 の例に よる。  

   附 記  

１ こ の申合 せは 、平 成３１ 年４月 １日 から 施行す る。  

２ 平 成３１ 年３ 月３ １ 日以 前に附 属図 書館 長、留 学生日 本語 教育 センタ ー長又 は保 健管

 理セ ンター 長の 職に あった 者に係 る名 誉教 授の授 与要件 につ いて は、改 正後の Ⅰ第 ２項

 第１ 号の規 定に かか わらず 、なお 従前 の例 による 。  

   附 記  

 この 申合せ は、 令和 ５年３ 月１６ 日か ら施 行する 。  


